大妻籠

中間にある場所
大妻籠は、妻籠 (2km北) と、男埵川沿いの馬籠 (8km南) の間に位置しています。大妻籠のような村は、宿場町の間の場所を意味する、間の宿として知られていました。 大妻籠の「大」は、大きいという意味ではなく、「奥」にあるということを意味していますが、 大妻籠の名前を書くときには、より縁起のよいものとされた「大」という漢字が使われています。
	この村は小さいながらも非常に景色の美しい村です。特筆すべきは、典型的な宿場町建築物の好例である、目抜き通りの北端に並ぶ3軒の家です。これらの建物には、突き出した破風 (火事の延焼を防ぐため) や、張り出した2階を支える突き出た梁のある典型的な漆喰塗りの土壁が備わっていました。これらの建物は現在では民宿となっており、現在の皇嗣、秋篠宮殿下は、その1軒に滞在されました。----------------------------------------------------------------------------------------------------------------
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